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◎
龍
谷
賞
︑支
部
長
会
︑校
友
音
楽
祭
︑煩
悩
と
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
︑ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
︑龍Ron Café

2
面

◎
対
談﹁
戦
後
80
年
︑戦
争
記
録
を
伝
え
る
﹂
3
面

◎
特
集﹁
私
た
ち
親
子
で
龍
大
生
﹂

4
、5
面

◎Pick up
!! SN

S

6
面

◎
学
部
同
窓
会
︑支
部
の
活
動
︑コ
ラ
ム
︑パ
ズ
ル

7
面

◎
仏
教
に
学
ぶ
︑
校
友
の
お
店

8
面

平安時代に戒算上人が開いた天台宗の古刹、
真正極楽寺 真如堂に伝わる仏像や仏画、
経典、近世絵画に、真如堂創建当時の都の
平安仏を加えた約１００件をご紹介します。

◆会　期：2026年4月18日（土）～6月14日（日）
◆休館日：月曜日
    （ただし、5月4日（月・祝）は開館）、5月7日（木）
◆開館時間：10：00～17：00　※入館は16：30 まで
◆入館料：一般 1,600円
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム
　　　　TEL 075-351-2500
　　　　https://museum/ryukoku.ac.jp

龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2026年6月14日（日）まで

（同伴者1名を含め
無料でご入館いただけます）

龍谷ミュージアム
春季特別展

「京都・真如堂の名宝」
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10
月
11
日
、
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
政
策
学
部
10
周
年
記
念

事
業「
龍
谷
政
策
フ
ェ
ス2025

」

を
開
催
し
ま
し
た
。本
事
業
は
、

1
期
生
か
ら
10
期
生
ま
で
の
卒

業
生
を
中
心
に
、
仕
事
や
家
庭
、

育
児
な
ど
多
様
な
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

「
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
10
周
年
」

を
形
に
し
よ
う
と
、
約
1
年
に

わ
た
る
議
論
と
準
備
を
重
ね
て

実
現
し
ま
し
た
。

当
日
は
、教
職
員
・
卒
業
生
・

在
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
世
代

や
立
場
を
越
え
た
交
流
が
生
ま

れ
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、豊

か
さ
や
課
題
、
学
び
の
未
来
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
政
策
学
部

の
先
生
方
に
よ
る
特
別
レ
ク

チ
ャ
ー
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
、参
加
型
企
画
が
展
開
さ
れ
、

政
策
学
部
な
ら
で
は
の
学
際
的

で
自
由
闊
達
な
内
容
が
参
加
者

を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手

に
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で

き
る
雰
囲
気
も
好
評
で
、
学
び

と
日
常
が
自
然
に
交
わ
る
同
窓

会
が
目
指
し
て
い
た
「
龍
谷
政

策
フ
ェ
ス
」
ら
し
い
風
景
が
広

が
り
ま
し
た
。

ま
た
、会
場
に
は
展
示
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
ブ
ー
ス
に

加
え
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
、家

族
連
れ
の
卒
業
生
や
地
域
の

政
策
学
部
同
窓
会
10
周
年

～
つ
な
ぎ
、
ひ
き
だ
す
未
来
へ
の
お
祭
～

農
学
部
創
設
10
周
年

農
学
研
究
科
創
設
7
周
年
記
念
事
業
開
催

10
月
25
日
、
瀬
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て「
農
学
部
創
設
10
周
年
・

農
学
研
究
科
創
設
7
周
年
記
念

事
業
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
農
学
部
・
農
学

研
究
科
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
多

く
の
方
々
へ
の
感
謝
と
、「
食
と

農
の
未
来
を
考
え
る
」
機
会
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
龍
谷
大
学
客
員
教

授
で
宇
宙
飛
行
士
の
土
井
隆
雄

先
生
、
本
学
初
代
農
学
部
長
の

末
原
達
郎
先
生
を
講
師
に
迎

え
、「
食
と
農
の
未
来
」を
テ
ー

マ
に
、
宇
宙
か
ら
地
域
に
至
る

幅
広
い
視
点
か
ら
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
後
、「
農
学
部
関
連
商
品

を
味
わ
い
な
が
ら
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
」
と
題
し
た
記
念
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

卒
業
生
、在
学
生
、教
職
員
が

龍
谷
大
学
校
友
会

「
兵
庫
県
・
但
丹
支
部
」
設
立

10
月
25
日
、
和
田
山
ホ
テ
ル

に
て
「
兵
庫
県
・
但た

ん

丹た
ん

支
部
設

立
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
支
部
は
、
か
つ
て
「
兵
庫

県
・
丹
篠
支
部
」
と
し
て
丹
波

地
域
を
中
心
に
政
策
学
部
の
学

生
に
よ
る
地
域
お
こ
し
活
動

や
、
法
学
部
の
学
生
に
よ
る
法

律
相
談
会
な
ど
、
地
域
と
学
生

を
結
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
支
部
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
休
止
。

そ
の
た
め
、丹
篠
支
部
の

旧
役
員
か
ら
新
役
員
へ
と

業
務
を
引
き
継
ぎ
、活
動
地

域
を
但
馬
地
域
ま
で
拡
大
。

支
部
名
を
新
た
に
「
兵
庫

県
・
但
丹
支
部
」と
し
、
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

設
立
総
会
で
は
、会
則
や

事
業
計
画
、予
算
が
承
認
さ

れ
、
篠
倉
庸
良
支
部
長（
76

年
経
営
卒
）の
も
と
、
副
支

部
長
、
理
事
、
監
事
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
設
立
記
念
祝

賀
会
で
は
、「
但
丹
支
部
の

歌
」が
披
露
さ
れ
、
参
加
者

全
員
で
合
唱
。食
事
は
、
但

馬
・
丹
波
地
域
に
縁
の
あ

る
料
理
や
お
酒
が
並
び
、地

域
の
魅
力
を
ふ
ん
だ
ん
に

感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
に
よ
る
マ
ジ
ッ

ク
や
落
語
も
披
露
さ
れ
、
会
場

は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。参
加
者
同
士
の

交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
、
但
丹

支
部
の
今
後
の
活
動
が
楽
し
み

な
設
立
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

入
会
な
ど
の
お
問
い

合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ

お
願
い
し
ま
す
。

方
々
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。現
役
生
の
お
店
の
出
店
も

あ
り
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

を
使
っ
た
開
放
的
な
構
成
に
よ

り
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
か
ら
初

対
面
の
出
会
い
、
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
は
500
名
を
超
え
、
恩

師
の
先
生
か
ら
、「
感
謝
と
感
激

の
一
日
。チ
ー
ム
政
策
と
し
て

か
か
わ
っ
て
き
た
当
事
者
と
し

て
感
無
量
」
と
の
言
葉
も
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。政
策
学

部
の
歩
み
を
確
か
め
、
次
の
10

年
へ
と
つ
な
ぐ
節
目
の
記
念
事

業
と
な
り
ま
し
た
。

一
堂
に
会
し
、
地
域
が
関
わ
っ

た
食
品
や
お
酒
な
ど
を
味
わ
い

な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
交
流
を
深
め
、
農
学
部
の

10
年
の
歩
み
を
支
え
て
き
た
多

く
の
方
々
が
再
会
し
、
こ
れ
か

ら
の
農
学
部
の
未
来
に
つ
い
て

語
り
合
う
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
農
学
部
は
、
在
学
生
・

卒
業
生
・
教
職
員
の
つ
な
が
り
を

力
に
、次
の
10
年
、そ
し
て
そ
の
先

へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新事業～子育て世代応援企画～
第一弾！親子でレガッタ開催

11家族40名の皆様が参加。
体育局端艇部の協力により、
親子の絆が深まりました。

詳細は別紙にて

2026 年度　校友会の主な事業（予定）

◆龍谷大学心の講座

（大宮）野呂 靖氏（龍谷大学心理学部教授）

　　　　姜 暁艶氏（二胡奏者、医学博士） 4月18日（土）

（深草）天岸 淨圓氏（行信教校校長） 

　　　  雷門 音助氏（落語家） 7月25日（土）

（大宮）木越 康氏（大谷大学学長）

　　　 安藤 徹氏（龍谷大学学長） 11月28日（土）

◆校友会賞贈呈式（深草：顕真館） 5月21日（木）

◆校友総会（深草） 6月6日（土）

◆校友音楽祭（深草：顕真館） 10月11日（日）

◆ホームカミングデー（瀬田） 10月24日（土）

◆ホームカミングデー（深草） 11月1日（日）

◆龍谷賞贈呈式（深草：顕真館） 11月1日（日）

◆全国校友大会（高松市内） 12月19日（土）

2026年度
全国校友大会in四国

（香川県高松市）
2026年12月19日（土）

開催決定！
「ALL 龍大」で
世界記録に挑戦！
詳細は校友会 HP
にて
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第
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回  

龍
谷
賞
受
賞
者

社
会
に
貢
献
し
、
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
校
友
会

員（
卒
業
生
）に
対
し
、「
龍
谷
賞
」「
龍
谷
奨
励
賞
」

と
、
校
友
会
員
に
限
定
せ
ず
に
顕
著
な
活
動
を
さ

れ
た
方
へ
「
龍
谷
特
別
賞
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

龍

谷

賞山本  光一さん
（88年文卒）

卒
業
後
、
京
都
府
警
察
本
部

で
柔
道
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
勤
務
。阿
寒
湖
の
大
自
然

に
魅
せ
ら
れ
、
97
年
に
北
海
道

へ
移
住
。自
然
写
真
家
と
し
て
、

野
生
動
植
物
や
森
の
営
み
を
撮

り
続
け
な
が
ら
野
生
動
植
物
の

調
査
研
究
、自
然
環
境
保
全
、さ

ら
に
は
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
へ
の
自
然
環
境
教
育
に
も
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
外
で
注
目
さ
れ
る
野
鳥

「
シ
マ
エ
ナ
ガ
」と
の
出
逢
い
を

通
じ
て「
自
然
を
愛
し
守
る
心
」

「
生
命
の
大
切
さ
、
素
晴
ら
し

さ
」
を
届
け
る
こ
と
を
使
命
と

し
、「
シ
マ
エ
ナ
ガ
の
伝
道
師
」

と
の
愛
称
で
活
躍
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

マ
ン
ド
リ
ン
曲
の
作
曲
家
と
し

て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
や
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
曲
な
ど
多
く
の
楽
曲
を
発

表
。そ
の
美
し
い
旋
律
、
優
し
く

ナ
イ
ー
ブ
で
内
面
に
訴
え
か
け
る

音
楽
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世

界
の
マ
ン
ド
リ
ン
楽
曲
界
の
発
展

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
・

　
　
　
　
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

龍
谷
奨
励
賞丸本  大悟さん

（03年文卒）

作
曲
家
・
編
曲
家

マ
ン
ド
リ
ン
奏
者

土山  和雅さん
（63年文卒）

龍
谷
特
別
賞

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

善
教
寺
住
職

社
会
福
祉
法
人
護
汝
会（
白

道
こ
ど
も
園
・
慈
恩
こ
ど
も

園
）理
事
長

11
月
2
日
、
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
、龍
谷
大
学
龍R

on

小

町
主
催
の
「
龍R

on C
afé

」

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
防
災
」。

日
常
生
活
で
の
防
災
意
識
の
高

め
方
や
、
地
域
や
周
囲
と
の
連

に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
楽
曲
は
、
全
国
高
校

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
多
数
取
り
上
げ
ら
れ
、
中
高

生
の
人
気
楽
曲
と
なって
い
ま
す
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
善
教
寺

に
附
属
す
る「
白
道
こ
ど
も
園
」に

お
い
て
の
仏
教
精
神
に
も
と
づ
く

幼
児
教
育
、
地
域
に
お
け
る
社
会

活
動
、さ
ら
に
は
ス
カ
ウ
ト
活
動
を

通
し
て
、
青
少
年
の
養
育
に
生
涯

を
か
け
て
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

煩悩とクリエイティビティ
　　　　　　　　　　　　　

〜2025年度は2回開催。最近は熱心な学生さんの参加が増えました〜

■7月5日
ゲスト：三宅香帆氏（書評家･作家）
仏教ナビゲーター：入澤崇先生（学校法人龍谷大学理事長、龍谷大学前学長）
テーマは「読む・書く・語るの現在地」。三宅さんは中央公論社が主催する
「新書大賞2025」にて史上最年少で大賞を受賞されました。
〜キーワード〜
　●半身の重要性　●「あいまいさ」という日本の美徳
　●「空っぽ」である自分を確保する時間
■12月13日
ゲスト：別所哲也氏（俳優・国際短編映画祭代表）
仏教ナビゲーター：野呂靖先生（龍谷大学心理学部教授）
テーマは「文化とエンターテイメント」。別所さんの人生経験と飾らぬ言葉に
共感者が続出。体験型イベントでは参加者全員と言葉を交わされる人間味あ
ふれる方でした。
〜キーワード〜
　●明け渡すことで楽になる　●しなやかさ、身をゆだねる
　●弱い自分も出せるとは　●「空」の思想が俳優の行き着く姿と相通じる

龍Ron  Café

携
に
つ
い
て
考
え
学
ぶ

場
と
し
て
、
防
災
に
携

わ
る
龍
谷
大
学
の
先
生

お
二
方
の
講
演
を
実
施

し
ま
し
た
。

併
せ
て
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
活
動

セ
ン
タ
ー
」
所
属
の
学

生
に
よ
る
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
避
難
所
で
も
使

え
る
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
作
り
を

体
験
し
ま
し
た
。学
生
お
手
製

の
防
災
ク
イ
ズ
も
用
意
さ
れ
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
み

な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
1
日
、
国
内
外
あ
わ
せ

て
43
支
部
か
ら
74
名
が
参
加

し
、
支
部
活
動
の
未
来
を
と
も

に
考
え
る
、
活
気
あ
ふ
れ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
安
藤
学
長
の

ご
挨
拶
に
続
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
研
修

や
本
部
か
ら
の
報
告
を
通
じ

て
、
校
友
会
の
現
状
と
今
後
の

展
望
を
共
有
し
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、「
校
友
に
参
加

し
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

企
画
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
自
支

部
の
魅
力
や
強
み
、
地
域
な
ら

で
は
の
個
性
を
掘
り
起
こ
し
て

い
き
ま
し
た
。

会
場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の

熱
気
に
包
ま
れ
て

9
月
28
日
、昨
年
に
続
き
、深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
成
就
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。多
く
の
ご
来
場

者
で
会
場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
。
モ
ニ
タ
ー

ル
ー
ム
を
設
け
る
ほ
ど
で
、「
校

友
音
楽
祭
」
へ
の
期
待
と
熱
気

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
ラ
ポ
ー

ル
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
。円
熟
味
を
増

し
た
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

続
い
て
は
砂
川
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
の
15
名
の
生
徒
さ
ん
が

出
演
。ご
家
族
の
温
か
な
ま
な

ざ
し
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
練

習
の
成
果
を
披
露
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

24
年
度
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

日
本
一
に
輝
い
た
龍
谷
大
学
吹

奏
楽
部
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重

奏
は
、
今
年
も
圧
巻
の
ス
テ
ー

ジ
を
展
開
。吹
奏
楽
に
取
組
む

小
中
学
生
に
と
っ
て
、
ま
さ
に

「
あ
こ
が
れ
の
存
在
」と
な
る
演

奏
で
し
た
。

マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
は
、
25
年
度
龍
谷

奨
励
賞
受
賞
者
・
丸
本
大
悟
さ

ん
の
作
品
も
演
奏
さ
れ
、
深
い

余
韻
を
残
し
ま
し
た
。

藤
森
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、

定
期
演
奏
会
前
の
多
忙
な
時
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
今
年
も
出
演

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ト
リ
は
、龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
と
現
役
生
に
よ
る

合
同
ス
テ
ー
ジ
。世
代
を
超
え
た

選
曲
と
息
の
合
っ
た
演
奏
で
、会

場
全
体
を
魅
了
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
全
体
演
奏
曲

は
「
銀
河
鉄
道
999
」。砂
川
小
学

校
の
児
童
が
「
大
人
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
演
奏
で
き
て
う
れ
し

い
」と
語
っ
て
く
れ
た
よ
う
に
、

世
代
を
超
え
て
音
楽
を
共
有
す

る
こ
の
瞬
間
は
、
校
友
音
楽
祭

な
ら
で
は
の
象
徴
的
な
シ
ー
ン

で
す
。来
場
者
も
一
体
と
な
り
、

今
年
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
「
お
子
さ
ま
広

場
」
で
は
、
今
年
も
野
外

活
動
部
の
学
生
た
ち
が

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と

元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
び
、

保
護
者
の
方
々
か
ら
は

「
安
心
し
て
音
楽
祭
を
楽

し
め
る
」と
好
評
で
し
た
。

「
音
楽
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
地
域
と
大
学
、
そ

し
て
校
友
会
が
つ
な
が

り
、調
和
す
る
事
業
と
し

て
大
切
な
校
友
音
楽
祭
。

来
年
も
、多
く
の
笑
顔
と

す
ば
ら
し
い
音
色
に
出

会
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

第
40
回
全
国
支
部
長
会
開
催

ま
た
今
年
も
、「
20
代
・
30
代

が
考
え
る
校
友
会
の
未
来
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
若
手
グ
ル
ー
プ

を
設
置
。11
名
の
若
手
会
員
と

本
部
の
若
手
役
員
が
率
直
に
意

見
を
交
わ
し
、
若
手
校
友
が
主

体
的
に
企
画
・
実
施
で
き
る
仕

組
み
や
、
同
世
代
同
士
が
気
軽

に
声
を
掛
け
合
え
る
環
境
づ
く

り
の
必
要
性
な
ど
、
未
来
に
向

け
た
建
設
的
な
提
案
が
数
多
く

あ
が
り
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
新
棟
「
聞
思
館

（
も
ん
し
か
ん
）
2
階
フ
ー
ド

コ
ー
ト
」へ
移
動
し
、和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
会
話
が
弾
み
、

支
部
を
越
え
た
つ
な
が
り
が

い
っ
そ
う
深
ま
る
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

校
友
音
楽
祭

分
科
会
テ
ー
マ
は「
支
部
で
楽
し
め
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
」

10
月
26
日
、
瀬
田
キ
ャ
ン
パ

ス
、
11
月
2
日
、
深
草
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
卒

業
生
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
や

ご
友
人
に
も
千
円
分
の
学
生
模

擬
店
利
用
券
を
配
布
す
る
恒
例

企
画
は
、
今
年
も
大
好
評
。
学

生
の
課
外
活
動
を
応
援
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
校
友
会
が
大

切
に
し
て
い
る
企
画
の
ひ
と
つ

で
す
。

今
年
は
、
龍
谷
賞
受
賞
者
・

山
本
光
一
さ
ん
に
よ
る「
シ
マ
エ

ナ
ガ
写
真
展
」や
、
龍R

on

小

町
企
画
の「
龍R

on C
afé

」な

ど
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心

に
特
別
企
画
も
開
催
さ
れ
、
龍

谷
大
学
祭
・
学
術
文
化
祭
と
同

時
開
催
と
な
っ
た
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
校
友
会
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー

ま
た
、
龍R

on C
afé

で

は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
の
と
コ
ネ
ク
ト
」が
セ
レ
ク
ト

し
た
、
能
登
地
方
を
中
心
と
し

た
石
川
県
の
物
産
な
ど
を
提
供

し
、
購
入
を
通
じ
て
被
災
地
支

援
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
と

な
り
ま
し
た
。

オンデマンド配信は
こちらから



龍谷大学関係略年表
『「戦争と龍谷大学」：龍谷大学創立三百七十周年記念展観図録』より

西暦　年号　年 龍谷大学 国内
1922（大正11）年 5月 大学令による大学設立の認可をうけ、「仏教大学」

から「龍谷大学」に改称
1925（大正14）年 軍事教練開始
1927（昭和2）年 4月 ・徴兵令改正、「兵役法」に改称
1928（昭和3）年 1月 女子の入学が許可される
1931（昭和6）年 9月 ・満州事変
1932（昭和7）年 1月 ・第一次上海事変
1937（昭和12）年 8月 ・第二次上海事変
1938（昭和13）年 4月 ・「国家総動員法」公布
1939（昭和14）年 2月 樹徳寮開設

〃 7月『龍谷大学三百年史』発刊
〃 9月 ・第二次世界大戦開始
〃 10月 龍谷大学創立三百年記念式典挙行

1940（昭和15）年 9月 ・日独伊三国同盟に調印
1941（昭和16）年 10月 龍谷学園報国隊、本山で結成式 ・大学本科・専門学校などの修業年限 3ヶ月短縮

を決定
〃 11月 ・高校・大学予科を含め次年度に修業年限 6ヶ月

短縮を決定
〃 12月 第1回繰り上げ卒業式（学部・研究科・専門部）

第1回臨時徴兵検査実施
・太平洋戦争開戦

1942（昭和17）年 9月 六ヶ月繰り上げ卒業式の実施（予科も含む全て）
1943（昭和18）年 10月 ・「在学徴集延期臨時特例」により徴兵延期処置撤廃

・明治神宮外苑競技場で出陣学徒壮行会挙行
〃 11月 本願寺で出陣学徒壮行式挙行
〃 ・徴兵年齢を満 19 歳に引き下げ

1944（昭和19）年 6月 予科、専門部 2年生、7月上旬より勤労作業につき、
この月をもって当分休講

・徴兵年齢を満 18歳、さらに満 17歳に引き下げ

〃 11月 予科、専門部残留学生対象の授業を中止
1945（昭和20）年 3月 3月中で授業を打ち切り ・東京・大阪など空襲

〃 4月 ・沖縄戦
〃 8月 ・広島に原子爆弾投下

・ソ連、満州に侵攻
・長崎に原子爆弾投下
・ポツダム宣言受諾
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二
〇
二
五
年
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら
80
年
と
い

う
大
き
な
節
目
の
年
で
し
た
。

私
た
ち
は
今
、龍
谷
大
学
に
残
さ
れ
た「
戦
争
の
記
録
」を
ど
の
よ

う
に
未
来
へ
繋
ぐ
べ
き
か
を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
17
日
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で「
戦
争
記
録
を
伝
え
る
」と
題

し
た
対
談
と
朗
読
の
催
し（
主
催
：
龍
谷
大
学
図
書
館
、
宗
教
部
、

龍
谷
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）が
開
か
れ
ま
し
た
。

対
談
で
は
、司
会
の
新
田
光
子
先
生
が
、「
私
た
ち
が
実
際
に
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
と
事
物
を
、
ど
う
再
現
し
解
釈
す
る
か
」
を
、

歴
史
学
者
の
赤
松
徹
眞
先
生
と
俳
優
の
浜
名
実
貴
さ
ん
に
尋
ね
ま

し
た
。

赤
松
徹
眞
氏
（
校
友
会
会
長
）：
国
体
と
統
制
の
影
、
そ
し
て
歪
め

ら
れ
た
教
学
の
自
由

私
は
、
仏
教
史
お
よ
び
真
宗
史
の
研
究
者
と
し
て
、
戦
時
下
の
龍

谷
大
学
、そ
し
て
本
願
寺
教
団
が
い
か
な
る
歩
み
を
し
て
来
た
の
か

に
つ
い
て
歴
史
的
事
実
、
記
録
を
見
つ
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。龍
谷

大
学
と
い
う
名
称
は
、一
九
二
二（
大
正
11
）年
か
ら
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
が
、旧
大
学
令
で
は
当
時
の
文
部
省
が
宗
教
名
を
冠
し
た
大
学

戦
後
80
年
、
龍
谷
大
学
に
残
さ
れ
た
記
録
と
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

    
〜
戦
後
80
年
を
刻
む
静
か
な
る
声—

龍
谷
大
学
が
読
み
継
ぐ
戦
争
の
記
憶
〜

名
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、そ
れ
ま
で
の「
仏
教
大
学
」を
改
称
し
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。こ
の
事
実
は
、
戦
争
へ
と
向
か
う
時
代

の
中
で
、学
問
や
宗
教
が
い
か
に
国
家
や
政
府
の
統
制
下
に
置
か
れ

よ
う
と
し
て
い
た
か
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
以
降
、社
会
全
体
が
戦
争
へ
と
動
員
さ

れ
る
中
で
、
最
も
重
視
さ
れ
た
の
が
「
国
体
」
と
い
う
考
え
方
で
し

た
。一
九
二
五
年
制
定
の
治
安
維
持
法
が
そ
の
統
制
を
支
え
、
天
皇

を
国
家
の
中
心
に
据
え
る
体
制
へ
の
疑
問
・
批
判
は
、一
切
許
さ
れ

な
い
社
会
が
形
成
さ
れ
て
、批
判
し
た

人
を「
非
国
民
」と
い
っ
て
、排
斥
し
た

の
で
す
。

そ
の
圧
力
は
、
具
体
的
な「
言
葉
」の

規
制
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。一
九
三
六

年
頃
か
ら
、『
教
行
信
証
』中
の「
主
上
臣

下
背
法
違
義
」
な
ど
の
文
を
伏
字
す
る

と
い
う
聖
典
削
除
問
題
が
起
こ
り
ま
し

た
。一
九
三
八
年
に
は『
真
宗
要
義
』と
い

う
教
科
書
中
の「
勅
命
」「
教
勅
」な
ど
の

言
葉
が
天
皇
へ
の
不
敬
に
あ
た
る
な
ど

と
文
部
大
臣
名
で
厳
重
注
意
さ
れ
、
削

除
・
改
訂
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。一
九
四
〇
年
に
は
本
願
寺
教
団

で
も「
聖
教
の
拝
読
な
ら
び
に
引
用
の

心
得
」
と
い
う
通
達
が
出
さ
れ
る
な

ど
、天
皇
や
皇
室
に
関
わ
る
文
字
を
使

用
自
粛
し
て
、教
学
の
自
由
は
著
し
く

制
限
さ
れ
た
の
で
す
。こ
う
し
た
統
制

の
影
響
は
、戦
後
も
長
く
尾
を
引
き
ま

し
た
。私
自
身
、
大
学
在
学
中
の
教
科

書
に
戦
前
の
削
除
跡（『
教
行
信
証
』後

序
の
「
主
上
臣
下
背
法
違
義
」
の
「
主

上
」の
部
分
を
伏
字
に
し
て
印
刷
）

が
そ
の
ま
ま
残
し
て
発
刊
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
、
今
振
り
返
っ
て
も

不
思
議
に
思
い
ま
す
。敗
戦
後
に

出
版
の
自
由
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な

自
由
を
獲
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
に
で
す
。

戦
争
の
記
録
を
読
み
解
く
こ
と
は
、当
時
の
大
学
や
教
団
が
建
学

の
精
神
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
か
か
げ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
歴

史
的
条
件
の
も
と
で
何
を
考
え
な
が
ら
、歩
ん
で
い
っ
た
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。戦
後
80
年
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
大
学
と
し
て
お
こ
な
う
こ
と
が
、新
た
に
学
生
を
戦
場

に
お
く
る
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
手
が
か
り
に
な
る
の
だ

と
、私
は
考
え
て
い
ま
す
。

新
田
光
子
氏
（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）：
301
人
の「
生
き
た
証
」を

刻
む—

戦
没
者
名
簿
が
伝
え
る
日
常

私
は
、二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た『
龍
谷
大
学
戦
没
者
名
簿
』の

作
成
に
お
い
て
、調
査
者
・
記
録
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。こ
の
名
簿
は
、単
な
る
デ
ー
タ
の
集
積
で
は
な
く
、調
査

の
当
初
か
ら「
戦
争
記
録
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。大

学
と
し
て
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
こ
の
調
査
で
は
、
学
生
、

教
職
員
、
卒
業
生
な
ど
、
戦
争
に
よ
っ
て
命
を
落
と
さ
れ
た
301
名
の

方
々
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

調
査
の
拠
り
所
と
な
っ
た
の
は
、大
学
に
保
存
さ
れ
て
い
た
当
時

の
学
籍
簿
で
す
。名
簿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
可
能
な

限
り
顔
写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。あ
る
ご
遺
族
か

ら
は「
写
真
は
一
枚
し
か
な
い
」と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
き
、仏
壇
の

横
に
飾
ら
れ
て
い
た
唯
一
の
遺
影
を
、ご
自
宅
に
伺
っ
て
撮
影
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
名
簿
は
、あ
え
て
一
人
に
つ
き
一
ペ
ー
ジ
と
い
う
共
通
の
形

式
で
構
成
し
ま
し
た
。そ
れ
は
、
残
さ
れ
た
資
料
の
多
寡
に
関
わ
ら

ず
、亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
方
々
の
尊
厳
を
等
し
く
記
録
し
た
い
と

い
う
私
た
ち
の
思
想
の
現
れ
だ
っ
た
の
で
す
。

〈
文
学
部
〉

能
仁

正
顕
先
生

村
岡

倫
先
生

〈
経
営
学
部
〉

嶋
林

昭
治
先
生

〈
法
学
部
〉

佐
藤

和
弘
先
生

〈
社
会
学
部
〉

黒
田

浩
一
郎
先
生

築
地

達
郎
先
生

〈
政
策
学
部
〉

白
石

克
孝
先
生

〈
国
際
学
部
〉

久
松

英
二
先
生

二
葉

晃
文
先
生

ブ
ラ
ド
リ
ー

ウ
ィ
リ
ア
ム
先
生

〈
先
端
理
工
学
部
〉

飯
田

晋
司
先
生

宮
浦

富
保
先
生

〈
短
期
大
学
部
〉

松
田

美
智
子
先
生

今
春
、
定
年
退
職
さ
れ
る
先
生
方26

年
３
月
31
日

記
録
か
ら
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
断
絶
さ
れ
た

「
日
常
」
が
見
え
て
き
ま
す
。例
え
ば
、
野
球
部

に
所
属
し
て
い
た
植
野
君
五
郎
さ
ん
の
記
録

か
ら
は
、
学
業
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
励
む
当
時

の
普
通
の
学
生
生
活
が
鮮
や
か
に
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。し
か
し
、
名
簿
に
収
録
さ
れ
た
方
の

約
50
％
は
、
終
戦
の
年
で
あ
る
昭
和
20
年
に
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。戦
没
地
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

中
国
な
ど
広
範
囲
に
及
び
、
末
期
に
な
る
ほ
ど

多
く
の
若
い
命
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
残
酷
な
現
実
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。記
憶
が
遠
ざ
か
る
今
、資
料
を「
読
み
継
ぐ
」こ
と
の
重
み
を
、

私
は
こ
の
調
査
を
通
し
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。

継
承
さ
れ
る
声
、
未
来
へ
の
対
話

こ
の
企
画
で
は
、
前
進
座
俳
優
の
浜
名
実
貴
さ
ん
に
よ
り
、
本
学

戦
没
者
の
一
人
で
あ
る
金
丸
玄
真
さ
ん
の
記
録
が
朗
読
さ
れ
ま
し

た
。金
丸
さ
ん
は
25
歳
の
若
さ
で
ビ
ル
マ（
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
）で

戦
死
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
最
後
の
様
子
が「
死
の
意
味
」と
題
し
て

『
月
白
の
道
』（
丸
山
豊
著
）に
綴
ら
れ
て
お
り
、そ
の
一
節
が
会
場
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。研
究
者
が
掘
り
起
こ
し
た
「
静
か
な
記
録
」
が
、

朗
読
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
心
に
直
接

語
り
か
け
る「
生
き
た
声
」へ
と
変
わ
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

読
み
継
ぐ
こ
と
の
使
命

赤
松
先
生
が
指
摘
さ
れ
た
構
造
的
な
統
制
と
、新
田
先
生
が
掘
り

起
こ
さ
れ
た
個
人
の
尊
厳
。こ
れ
ら
二
つ
の
視
点
は
、「
語
り
継
ぐ
営

み
」に
よ
っ
て
一
つ
に
繋
が
り
ま
す
。大
学
に
残
さ
れ
た
記
録
は
、静

か
で
は
あ
り
ま
す
が
、非
常
に
雄
弁
な
も
の
で
す
。

か
つ
て
こ
の
大
学
で
学
び
、
未
来
を
夢
見
な
が
ら
も
、
時
代
の
荒

波
の
中
で
日
常
を
奪
わ
れ
て
い
っ
た
若
者
た
ち
が
い
ま
し
た
。彼
ら

が
残
し
た
記
録
に
耳
を
傾
け
、そ
の
思
想
や
苦
悩
を
追
体
験
し
続
け

る
こ
と
。そ
れ
こ
そ
が
、
戦
後
80
年
と
い
う
節
目
を
生
き
る
私
た
ち

に
課
せ
ら
れ
た
、
最
も
誠
実
な
平
和
へ
の
貢
献
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

前進座俳優の浜名実貴さん

赤松徹眞氏（校友会会長）

新田光子氏（龍谷大学名誉教授）
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Pick up!! SNS

阪神支部「11月30日 秋の散策 ： 中之島散策」 詳細はコチラ
▼

大阪、中之島に集合した私たちはNPO法人大阪観光ボランティアのガイドさんに案内されて
中之島周辺にある有名建築を巡りました。重厚な石造りの中之島図書館、赤レンガが美しい大阪市
中央公会堂など、関西のモダン文化の粋を集めた文化的建造物、川面に後ろ向きに立つ福沢
諭吉生誕碑などガイドさんの解説を聞きながら、大阪のレトロモダンな歴史の深さを再発見する
特別な一日を過ごしました。当日はお天気に恵まれ、温かな日となり、同窓の仲間と知的な刺激を
分かち合う小トリップの時間はあっという間に過ぎてゆきました。阪神支部では年間を通じて楽しい
イベントを行っています。京阪神地区にお住まいの校友の皆さん、ご参加をお待ちしています。

経営者の会「10月22日 (株)寺内製作所様の企業見学会」 詳細はコチラ
▼

（株）寺内製作所は京都市伏見区にあり、防衛、航空、宇宙、発電分野で使われる精密ボルト・
ナットを一貫生産で製造されています。強みは抜群の品質管理です。社長の植月邦彦氏は95年
法学部卒。植月社長に会社概要を説明頂いた後、工場見学が始まりました。
防衛、航空、発電と機密事項の多い分野の仕事が多い為、工場内の写真撮影は厳禁でしたが、
参加者には隅々まで見学が許され、その技術力の高さ、シビアな管理能力をこの目で見ることが
出来ました。これぞ工場見学の醍醐味です。見学会終了後はもうひとつのお楽しみ、懇親会です。
旧交を温めると共に、近況報告等を交わしながら楽しく過ごしました。

三重県支部「11月29日 なばなの里にて秋の懇親会」 詳細はコチラ
▼

なばなの里内レストラン麦で集合。なばなの里にお勤めの先輩から差し入れていただいた長島
温泉ビールで乾杯、和やかな時間を過ごしました。
その後、園内を一緒に散策しました。
秋と冬が混在する珍しい季節の園内はモミジの赤とキラキラしたイルミネーションに美しく彩られ、
散策している間中、みなの笑顔を優しく照らしていました。
三重県支部では毎年楽しい企画を行っています。
東海地区にお住まいの校友の皆様、ぜひ御参加ください！

もっと読みたい
方はコチラから

読み物コンテンツ
校友KIKOU

経済学部教授・兵庫一也先生「のぞき見！先生のランチ」 詳細はコチラ
▼

今回は経済学部教授・兵庫一也先生のランチをのぞき見！訪れたのは深草キャンパス近くの人気
店「オレンジハウス」。洋食を食べたくなると立ち寄られるそうです。
♦先生の自己紹介「変わった髪型とスーツをあまり着ないことで知られているかも（笑）。研究
　　　　　　　　テーマは“消費者の意思決定の基準”を明らかにすることです。」
♦今日のランチは？「定食をいただきました。洋食が食べたい時はやっぱりオレンジハウスですね。」
♦校友のみなさんへメッセージ「昔のイヤーブックで、オレンジハウスが昔からあることを知りました。
　　　　　　　　ぜひ龍大に帰ってきて、学生時代のお話を聞かせてください！」

岐阜県支部「9月20日 ぎふ長良川鵜飼観賞会」 詳細はコチラ
▼

岐阜県支部特別企画「ぎふ長良川鵜飼観賞会」にお邪魔してきました。
長良川鵜飼は、岐阜の夏の風物詩として1300年の歴史があると言われています。
観覧船の船着き場付近は、風情ある古い町並みが残り、そばには岐阜城があります。
今回の特別企画には日頃から交流のある三重県支部、石川県支部、東京支部からも参加者が
あり、川を渡る風に吹かれ炎に照らされる勇壮な鵜飼を観賞し、夏の終わりの優雅な川遊びを
楽しみました。

山口県支部「10月4日 龍Ron小町 秋のイベントりんご狩り＆BBQ懇親会」 詳細はコチラ
▼

しもせりんご園の元気なレトリーバーのお迎えで始まりました。オーナーから『りんご狩り』の説明を
聞いた後、りんご園に移動し、今が旬の陽光・秋映など全6種類のりんご狩りをスタートしました。
獲りたてのりんごは、甘く芳醇な香りが口いっぱいに広がります。「おいしい！」「いつもはこんなに
たくさんのりんごを食べることってないよね。」と。ひとしきりいろいろな種類のりんごを味わった後は、
お待ちかねのBBQ懇親会。炭火を囲んでみんなでワイワイと賑やかに食べるＢBQは格別で、
阿東米のおむすびも艶々で美味。食後は、『ピタりんご王決定戦』なるりんごの重量当てクイズや
自己紹介、近況報告をして親睦を深めました。『じゃんけん大会』では、勝った人から順に素敵な
お土産をゲット。オーナーによる『りんご飴のクッキング』実演見学など盛りだくさんの日程でした。

Seppo-CCQ「卒業生お二人で活動されている漫才法話コンビ」 詳細はコチラ
▼

「Seppo-CCQ」は、浄土真宗本願寺派の2人のご住職、那須弘紹師と藤岡教顕師が組んだ異
色のコンビ。「説法」と、英語で「穏やかに（Calm）、近づいて（Close）、静かに（Quiet）」という
コミュニケーションテクニックを示す「CCQ」を掛け合わせたコンビ名で、地元熊本を中心に地域
の研修会などで漫才法話を披露され忙しい日々 を送っておられます。YouTubeで配信されている
動画もファンが多く、本堂をバックに展開される巧みな話術とテンポの良い掛け合いは、「住職
とは思えないクオリティ」と話題に。コンビでの目標は、自分たちの活動に満足するのではなく漫才
法話を聞きに来た人々が普通の法話を聞きたいなと思ってくれること、そしてお寺に足を運びご縁
が繋がることだとお話しくださいました。Seppo-CCQの漫才説法に是非触れてみてください。
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今も使える
仏教用語

コラム

「慧光館」・「灯炬館」社会学部　教授
井上見淳（01 年文院了）

Ryukoku University Alumni News No.102

２
０
２
５（
令
和
７
）年
の
４

月
の
社
会
学
部
移
転
に
と
も
な

い
、
深
草
に
で
き
た
素
敵
な
３

つ
の
新
校
舎
。そ
の
名
は「
聞も

ん

思し

館か
ん

」「
灯と

う

炬こ

館か
ん

」「
慧え

光こ
う

館か
ん

」と
言

い
ま
す
。こ
の
難
し
げ
な
名
前

に
つ
い
て
前
回（
聞
思
館
）か
ら

紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
慧
光
館
」と「
灯
炬

館
」。こ
の
２
つ
、
実
は
よ
く
似

た
意
味
な
の
で
す
。「
慧
光
」
と

は
智
慧
の
光
と
い
う
意
味
で

す
。智
慧
と
は
仏
さ
ま
の
物
の

考
え
方
や
ま
な
ざ
し
の
こ
と
。

こ
れ
を
仏
教
で
は
光
に
喩
え
る

の
で
す
。次
に「
灯
炬
」と
は
、闇

を
照
ら
す
灯
火
や
た
い
ま
つ
の

意
味
で
、
や
は
り
そ
れ
は
仏
さ

ま
の
智
慧
を
喩
え
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
い
ず
れ
も
前
提

と
し
て「
闇
」と
表
現
さ
れ
て
い

る
状
態
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
を
仏
教
で
は
無
明
と
言
い

ま
す
。つ
ま
り
は
真
っ
暗
闇
の

こ
と
で
、
私
た
ち
が
自
分
中
心

に
捉
え
た
物
の
考
え
方
や
ま
な

ざ
し
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。闇

は
怖
い
で
す
よ
。ま
ず
何
が
そ

こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

し
、
ど
っ
ち
を
向
い
て
い
る
の

か
途
端
に
わ
か
ら
な
く
な
る

し
、
自
分
の
姿
も
わ
か
ら
な
く

な
る
。し
か
も
、な
ん
か
変
な
も

の
が
見
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
、

と
か
ね
。

と
こ
ろ
で
仏
教
の
出
発
点
は

四
苦
と
い
い
ま
す
。生
・
老
・
病
・

死
と
い
う
不
可
避
な
事
が
ら
を

指
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
問
題

な
の
は
老
・
病
・
死
で
す
。こ

れ
が
な
ぜ
苦
し
み
な
の
か
。そ

れ
は
私
た
ち
が
、
年
は
取
り
た

く
な
い
、病
気
も
し
た
く
な
い
、

死
ぬ
の
も
平
均
寿
命
か
ら
す
れ

ば
け
っ
こ
う
先
で
し
ょ
？
と
思

い
な
が
ら
生
き
て
い
る
か
ら
で

す
。し
か
し
実
際
に
は
、い
つ
の

ま
に
か
思
わ
ぬ
か
た
ち
で
老
化

を
自
覚
す
る
し
、
予
定
外
の
病

気
に
な
る
し
、
も
う
死
な
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
と
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
い
き
ま
す
。な
り

た
く
な
い
け
ど
確
実
に
来
る
未

来
。こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
て

超
え
て
い
く
の
か
。そ
こ
に
仏

教
の
出
発
点
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
仏
教
が
説
く
真
理
か
ら

目
を
逸
ら
し
て
生
き
て
い
く

時
、
私
た
ち
は
闇
を
作
り
出
し

不
安
に
お
び
え
て
生
き
て
い
き

ま
す
。い
っ
ぽ
う
で
そ
の
真
理

を
受
け
入
れ
て
、
教
え
に
触
れ

る
時
、
自
分
の
姿
と
行
く
べ
き

方
向
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
灯
り

が
人
生
に
と
も
る
の
で
す
。そ

れ
が
今
こ
こ
に
た
ま
わ
っ
て
い

る「
い
の
ち
」を
真
摯
に
生
き
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

先
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

シ
ル
バ
ー
川
柳
と
い
う
の
を
見

か
け
ま
し
た
。「
味
の
あ
る

字

と
誉
め
ら
れ
た

手
の
震
え
」

「
目
覚
ま
し
の

ベ
ル
は
ま
だ

か
と

起
き
て
待
つ
」「
カ
ー

ド
増
え

暗
証
番
号

裏
に
か

き
」「
本
性
が

出
る
と
言
う
か

ら

ぼ
け
ら
れ
ぬ
」「
う
ま
か
っ

た

何
を
食
べ
た
か

忘
れ
た

が
」「
つ
ま
づ
い
た

ふ
と
見
た

床
に

段
差
無
し
」。

私
は
こ
れ
を
見
て
は
じ
め
は

思
わ
ず
笑
い
ま
し
た
。し
か
し

そ
の
後
、
ふ
か
く
感
心
し
ま
し

た
。な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
は
四
苦

か
ら
目
を
逸
ら
す
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
笑
い
な
が
ら
受
け

入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

「
慧
光
館
」
と
「
灯
炬
館
」。こ

の
２
つ
の
新
校
舎
で
、
龍
谷
大

学
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
は
、
こ

れ
か
ら
人
生
の
灯
火
と
な
っ
て

い
く
よ
う
な
多
く
の
言
葉
に
出

あ
っ
て
欲
し
い
、
と
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

  法学部同窓会
「秋の交流イベントー深草キャンパスの進化をめぐる旅ー」開催

11 月 15 日、秋の交流イベントを開催しました。今回は完成した
新棟のお披露目も兼ね、深草キャンパスを会場に実施。学生団体の
協力によるキャンパスツアー、法学部長・越山先生による学部紹介
とミニ授業、懇親会を行いました。参加者からは「キャンパスの変
化に驚いた」「学生ガイドが分かりやすかった」など好評の声が寄
せられ、旧友との再会も含め、充実したひとときとなりました。
   移動法律相談所を今年も開催
9 月 28 日、学生法律相談部の無料法律相談を大学、実務家 OB と
共に奈良県で開催しました。

経営学部同窓会
「創設 55 周年記念事業」 ー「大阪・関西万博を訪ねるバスツアー」ー開催

9 月 7 日、経営学部同窓会創設 55 周年記念事業として開催しました。2025 年卒業生から、1 歳のお
子さんとともに参加された卒業生まで、幅広い世代から 80 名が参加。入場チケット、貸切バス、ビュッ
フェレストランが付いた企画で、参
加者の半数近くが万博初体験でした。

「万博はあきらめていたが参加できて
良かった」「疲れたが充実していた」
などの声が寄せられました。経営学
部同窓会はこれまでも愛知万博、上
海万博ツアーを実施しており、地元
大阪で開催される万博を 55 周年の節
目に実現した記念事業となりました。

東
京
支
部
設
立
20
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

10
月
18
日
、
東
京
・
銀
座

「T
H

E
 G

R
A

N
D

 G
IN

-
Z

A

」に
て
東
京
支
部
設
立
20
周

年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ

れ
、
世
代
や
業
種
を
超
え
て
多

く
の
校
友
が
集
い
ま
し
た
。

冒
頭
で
は
、
吉
本
興
業
所
属

の
川
西
賢
志
郎
さ
ん
（
02
経
済

入
学
）と
、進
行
役
の
木
村
博
史

さ
ん
（
イ
ン
プ
リ
メ
ン
ト
株
式

会
社
社
長
・
95
法
卒
）
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
仕

事
観
や
人
生
の
決
断
を
め
ぐ
る

話
に
会
場
が
温
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。続
い
て
、プ
ロ

ボ
ク
サ
ー
の
福
家
由
布
季
選
手

（
19
文
卒
）、谷
口
将
隆
選
手（
16

文
卒
）、
竹
迫
司
登
選
手（
10
経

済
入
学
）が
紹
介
さ
れ
、大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
異
業
種
交
流
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
株
式
会
社
ア

ミ
ュ
ー
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン

タ
テ
イ
ン

メ
ン
ト
代

表
取
締
役

社
長
・
中

西
正
樹
さ

ん
（
98
文

経済学部同窓会
第 10 回ビジネスミーティングを開催しました

11 月 2 日、第 10 回ビジネス・ミーティングを開催しました。本会は、
校友同士の横のつながりを育むことを目的に、毎年「ビジネス」をキー
ワードとして実施しています。今回は作家・建築家・芸術家として活
躍する坂口恭平氏を講師に迎え、著書『生きのびるための事務』をテー
マに講演いただきました。事務を創造的な営みとして捉え直す視点や、
自分らしい生き方・働き方のヒントが示され、参加者に新たな気づき
をもたらす機会となりました。

支
部
の
活
動

卒
）
と
、
株
式
会
社O

V
ER

A
LLs

社
長
・
赤
澤
岳
人
さ
ん

（
05
経
済
卒
）
が
登
壇
。情
熱
や

挑
戦
、
東
京
支
部
で
生
ま
れ
た

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

語
り
、
参
加
者
に
深
い
感
銘
を

与
え
ま
し
た
。

20
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、
つ

な
が
り
の
力
を
再
確
認
す
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
題
】
四
字
熟
語
の
パ
ズ
ル
で
す
。
漢
字
を
カ
タ
カ
ナ
に
し
て

空
欄
を
埋
め
て
く
だ
さ
い
。
○
印
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

建
物
は
何
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
出
題
：
小
川
信
正
】

第
2
回

仏
教
パ
ズ
ル
解
答
は

103
号
に
掲
載

答
え
が
分
か
っ
た
方
は
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
ハ
ガ
キ

（
氏
名
、
卒
業
学
部
、
住
所

は
必
須
、
近
況
報
告
な
ど
）

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

タテ

2. ○○整然 3. 〇〇物物

4. 〇〇転変 5. 〇〇耽々

6. 〇〇薄弱 7. 生生〇〇

8. 〇〇一会 9. 〇〇八苦

10. 〇〇仏閣 12. 〇〇転生

14. 〇〇成仏 15. 〇〇是空

16. 〇〇一様 19. 〇〇三嘆

22. 厭離〇〇 23. 〇〇不実

ヨコ

1. 〇〇本願 2. 〇〇尚早

4. 〇〇左眄 5. 〇〇来歴

6. 〇〇諾諾 8. 〇〇薄弱

9. 〇〇身中 11. 〇〇無用

12. 愛別〇〇 13. 〇〇定離

16. 〇〇法爾 17. 〇〇畜生

18. 〇〇兄弟 20. 〇〇効果

21. 〇衣帯水 22. 怨憎〇〇

24. 〇〇闊歩 25. 〇〇供物

101
号
第
1
回
パ
ズ
ル
の
答
え

　
　「
龍
谷
大
学
」

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

氏
名

   

卒
年
学
部  

♠
高
千
穂
光
正  

   

実
践

　
　
　
　
　
　
　
　

  

真
宗
了

校
友
会
長
名
、学
長
名
で

祝
電
を
お
贈
り
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
以
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
、挙
式

日
の
1
週
間
前
ま
で
。

■
ハ
ガ
キ
送
付
先

〒
612

8577  

京
都
市
伏
見
区
深
草
塚
本
町
67

龍
谷
大
学
校
友
会
事
務
局

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
龍
谷

大
学
校
友
会
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

◎
応
募
締
め
切
り
：
5
月
末
日

24
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仏教に学ぶ
「親鸞聖人の他力について」

行信教校校長

天
あま

岸
ぎし

  淨
じょう

圓
えん

校友のお店

一
人
ひ
と
り
が

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に

昭
和
の
個
人
商
店
を
め
ざ
し
て

楽食居酒屋
「三百円 このみ」

株式会社木乃実
代表取締役
弓削　伊織さん
（87年法卒）

店舗紹介
◆『三百円このみ本店』
大阪市都島区東野田町 3-10-10
◆『三百円このみ』
大阪市都島区東野田町 3-6-25
◆『三百円このみ　樟葉店』
枚方市樟葉花園町 14-3
エルくずは味のれん街
◆『どん丼』
大阪市都島区東野田町 3-10-4

一
、
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ

た
宗
教
的
自
由
と
平
等
の
夜

明
け親

鸞
聖
人
が
歩
ま
れ
た
道
の

根
幹
に
は
、
師
で
あ
る
法
然
聖

人
が
打
ち
立
て
た
日
本
の
仏
教

史
上
類
を
見
な
い
壮
大
な
転
換

点
が
あ
り
ま
し
た
。法
然
聖
人

が
何
よ
り
も
大
切
に
さ
れ
た
の

は
、
宗
教
に
お
け
る﹁
自
由
性
﹂

と﹁
平
等
性
﹂で
す
。そ
れ
は
、特

定
の
身
分
や
特
別
な
修
行
が
で

き
る
者
だ
け
が
救
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
い
か
な
る

立
場
に
あ
る
人
で
あ
っ
て
も
、

自
分
自
身
の
主
体
的
な
心
で
依

り
所
に
で
き
る
教
え
を
確
立
す

る
こ
と
で
し
た
。

科
学
的
意
識
や
基
本
的
人
権

と
い
っ
た
概
念
が
一
般
に
広

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、

法
然
聖
人
は
﹁
誰
も
が
そ
の
人

ら
し
く
救
わ
れ
て
い
く
道
﹂
を

見
出
し
ま
し
た
。こ
の
確
信
こ

そ
が
、﹁
他
力
﹂と
い
う
言
葉
で

表
現
さ
れ
る
、
す
べ
て
の
人
を

温
か
く
迎
え
入
れ
る
仏
教
の
真

髄
と
な
っ
た
の
で
す
。

二
、﹁
共
に
集
う
空
間
﹂
が

象
徴
す
る
調
和
の
精
神

浄
土
真
宗
の
寺
院
に
は
、
仏

様
を
仰
ぐ
﹁
内
陣
﹂
と
と
も
に
、

私
た
ち
が
集
い
、
座
っ
て
教
え

を
聞
く
た
め
の
﹁
下
陣
︵
げ
じ

ん
︶﹂と
い
う
広
い
空
間
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、寺
院

が
限
ら
れ
た
人
の
た
め
の
場
所

で
は
な
く
、
誰
も
が
自
ら
の
意

思
で
歩
み
寄
り
、
共
に
教
え
に

耳
を
傾
け
る
場
所
で
あ
る
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。

法
然
聖
人
は
、
性
別
や
社
会

的
境
遇
、
あ
る
い
は
縁
の
深
浅

に
よ
っ
て
救
い
に
差
が
生
じ
る

こ
と
に
根
源
的
な
光
を
当
て
、

老
若
男
女
、
貧
し
い
人
々
や
縁

の
薄
い
人
々
も
、﹁
誰
も
が
等
し

く
依
り
所
に
で
き
る
宗
教
﹂
と

し
て
形
を
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
寺
に
行
け
ば
誰
も
が
座
れ
る

場
所
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
、

そ
の
ま
ま
仏
教
が
す
べ
て
の
人

に
対
し
て﹁
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
﹂

と
開
か
れ
て
い
る
姿
勢
を
表
し

て
い
る
の
で
す
。

三
、﹁
皆
ど
う
ぞ
﹂
と
い
う

無
条
件
の
大
き
な
招
き

法
然
聖
人
が
唱
え
た﹁
他
力
﹂

の
思
想
は
、従
来
の
仏
教
が﹁
善

い
こ
と
を
し
、
悪
い
こ
と
を
慎

む
﹂と
い
う
、
い
わ
ば﹁
で
き
る

か
で
き
な
い
か
﹂
と
い
う
条
件

が
伴
う﹁
自
力
﹂︵
自
己
努
力
︶の

道
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、﹁
皆
ど

う
ぞ
﹂
と
い
う
無
条
件
の
受
け

入
れ
を
意
味
し
ま
す
。

自
ら
の
力
で
何
と
か
し
よ
う

と
す
る
努
力
も
尊
い
も
の
で
す

が
、法
然
聖
人
が
見
出
し
た﹁
他

力
﹂の
道
は
、そ
う
し
た
努
力
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

存
在
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
よ

う
と
す
る
大
き
な
願
い
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。

四
、
慈
悲
に
基
づ
く
確
か
な

選
択
と
し
て
の
﹁
本
願
﹂

法
然
聖
人
の
教
え
の
中
で
最

も
力
強
い
概
念
の
一
つ
が
、
阿

弥
陀
仏
の
﹁
選
択
本
願
︵
せ
ん

じ
ゃ
く
ほ
ん
が
ん
︶﹂
で
す
。こ

れ
は
、
仏
が﹁
他
力
﹂と
い
う
分

け
隔
て
の
な
い
、
最
も
広
く
救

い
を
も
た
ら
す
道
を
選
び
取
ら

れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。仏

は
、
一
部
の
人
だ
け
が
歩
め
る

険
し
い
道
を
選
び
捨
て
て
、
誰

も
が
安
心
し
て
共
に
歩
め
る
平

坦
で
広
い
道
こ
そ
を
、
私
た
ち

の
た
め
に
用
意
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。

こ
の
選
択
に
よ
っ
て
、
仏
教

は
初
め
て
一
般
大
衆
一
人
ひ
と

り
の
手
元
に
届
く
も
の
と
な

り
、真
の
意
味
で﹁
開
か
れ
た
宗

教
﹂
と
し
て
浄
土
宗
が
確
立
さ

れ
ま
し
た
。

五
、﹁
お
任
せ
く
だ
さ
い
﹂
と

い
う
呼
び
か
け
に
応
え
る
心

親
鸞
聖
人
は
、
こ
の
法
然
聖

人
が
確
立
し
た
他
力
の
純
粋
性

を
さ
ら
に
深
く
突
き
詰
め
ら
れ

ま
し
た
。親
鸞
聖
人
が
説
か
れ

た﹁
他
力
の
信
心
﹂と
は
、
私
た

ち
が
仏
を
ど
う
信
じ
る
か
と
い

う
自
力
的
な
決
意
で
は
な
く
、

仏
の
側
か
ら
の
﹁
私
に
任
せ
な

さ
い
﹂と
い
う
呼
び
か
け
を
、そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
た
と
き
に
成

り
立
つ
心
で
す
。念
仏
を
称
え

る
こ
と
も
ま
た
、﹁
助
け
て
ほ
し

い
﹂と
い
う
願
い
以
上
に
︑仏
の

呼
び
か
け
に
対
す
る
﹁
お
任
せ

し
ま
す
﹂
と
い
う
感
謝
の
応
答

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
︒す
べ
て
を
仏
の
願
い
に
委

ね
る
こ
と
で
︑
人
は
自
ら
の
力

み
か
ら
解
放
さ
れ
︑
真
に
自
由

な
境
地
へ
と
導
か
れ
て
い
く
の

で
す
︒

六
、﹁
慈
悲
﹂
の
光
に
照
ら

さ
れ
て
見
出
さ
れ
る﹁
救
い
﹂

親
鸞
聖
人
が
到
達
さ
れ
た

﹁
救
い
﹂の
境
地
と
は
、仏
と
い
う

尊
い
依
り
所
に
巡
り
合
う
こ
と

で
、自
分
自
身
の
真
実
の
姿
を
穏

や
か
に
自
覚
し
て
い
く
の
で
す
。

2025年度「第2回龍谷大学心の講座」　7月26日開催より

プロフィール
1949 年大阪市生まれ
1972 年龍谷大学文学部卒業。
本願寺派司教、本願寺派布教使、
行信教校校長
浄土真宗本願寺派西光寺住職。

『御文章ひらがな版を読む』
『無明の酔いをさます阿弥陀仏の薬』
など多数執筆。

全
品
三
百
円
均
一
！

70
種
類
も
の
こ
だ
わ
り
メ

ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
居
酒
屋

昭
和
の
個
人
商
店
の
よ
う

に
、
訪
れ
た
人
が
一
人
で
も

多
く
笑
顔
に
な
れ
る
場
所
を

つ
く
り
た
い
。
そ
ん
な
思
い

か
ら
、
全
品
三
百
円
均
一
・

約
70
種
類
の
こ
だ
わ
り
メ

ニ
ュ
ー
を
揃
え
た
居
酒
屋
を

営
ん
で
い
ま
す
。

気
づ
け
ば
龍
大
を
卒
業
し

て
40
年
近
く
。学
生
時
代
は

ア
ル
バ
イ
ト
と
部
活
に
明
け

暮
れ
、
留
年
ま
で
し
て
し

ま
っ
た
私
で
す
が
、
当
時
の

ゼ
ミ
教
授
が
今
も
同
窓
会
で

店
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
は
、何
よ
り
の
励
み
で
す
。

卒
業
後
は
家
業
を
継
ぐ
準

備
と
し
て
大
手
外
食
チ
ェ
ー

ン
に
就
職
し
ま
し
た
。今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
厳
し

い
勤
務
環
境
で
し
た
が
、
成

果
が
そ
の
ま
ま
昇
進
に
つ
な

が
る
社
風
に
魅
力
を
感
じ
、

が
む
し
ゃ
ら
に
働
き
ま
し

た
。そ
の
経
験
を
糧
に
家
業

へ
戻
り
、現
在
に
至
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
苦
し
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は

大
阪
・
京
橋
に
3
店
舗
、
樟

葉
に
1
店
舗
を
構
え
、
地
域

に
根
ざ
し
た
店
と
し
て
多
く

の
お
客
様
に
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

運
営
す
る
Ｔ
Ｓ
Ｇ
株

式
会
社
の
理
念
は﹁
売

り
手
良
し
・
買
い
手
良

し
・
世
間
良
し
﹂。近
江

商
人
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
、T

hree Side 
G

ood
の
頭
文
字
を

社
名
に
掲
げ
ま
し
た
。

小
さ
な
会
社
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
細
や

か
な
店
づ
く
り
を
大

切
に
し
、一
攫
千
金

で
は
な
く
、
地
道
に

＂
バ
ン
ト
ヒ
ッ
ト
＂
を

積
み
重
ね
る
こ
と
を

編
集
後
記

仏
の
教
え
の
本
質
で
あ
る
﹁
慈

悲
﹂と
は
、他
者
を
慈
し
み
、そ
の

苦
し
み
を
我
が
こ
と
と
し
て
受

け
止
め
よ
う
と
す
る
、ど
こ
ま
で

も
深
い
願
い
で
す
。

阿
弥
陀
仏
を
よ
り
ど
こ
ろ
に

し
て
﹁
慈
悲
﹂
を
心
掛
け
る
と
、

自
身
の﹁
無
慈
悲
性
﹂に
気
づ
く

の
で
す
。そ
の
時
に
初
め
て﹁
凡

夫
﹂
と
い
う
言
葉
が
実
感
さ
れ

ま
す
。そ
し
て
自
分
を
顧
み
れ

ば
、
ど
ん
な
生
き
方
を
し
て
い

る
か
の
自
覚
や
恥
じ
ら
い
に
気

づ
く
こ
と
が
、
そ
っ
と
生
き
方

を
変
え
て
く
れ
る
力
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

信
仰
の
平
等
性
と
自
由
性
を

﹁
他
力
﹂
と
表
現
し
た
法
然
聖

人
、
さ
ら
に
は
阿
弥
陀
仏
の
純

粋
性
を
徹
底
的
に
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
た
の
が
親
鸞
聖
人
の

﹁
他
力
﹂と
い
う
言
葉
の
使
い
方

で
あ
っ
た
の
で
す
︒

信
条
と
し
て
い
ま
す
。仲
間

も
お
客
様
も
取
引
先
も
、
関

わ
る
す
べ
て
の
人
が
笑
顔
に

な
れ
る
場
所
で
あ
り
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
で
上
質
な
飲
食
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
︒

2025年3月にオープン

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
中

◆
﹃
龍
谷
大
学
校
友
会
報
﹄は
︑

25
年
９
月
発
行
の
第
101
号
か
ら
︑

変
わ
り
ゆ
く
＂
学
び
舎
＂
と
同

じ
く
し
て
︑
よ
り
親
し
み
や
す

く
︑
よ
り
読
み
や
す
く
︑
そ
し

て
︑
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
と
連
携
し
た
形
で
編
集

し
︑
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
︒

◆
今
号
に
お
い
て
は
︑﹃
い
ま
﹄

﹃
む
か
し
﹄﹃
つ
な
が
り
﹄
に
つ

い
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
取
材
︑
編
集
し
︑
構
成

し
ま
し
た
︒

◆
お
読
み
い
た
だ
い
た
あ
と
︑

龍
谷
大
学
と
の
つ
な
が
り
を
よ

り
感
じ
︑
あ
し
た
か
ら
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
︒

◆
そ
し
て
︑
ぜ
ひ
︑
校
友
会
の

活
動
︑
校
友
会
各
支
部
の
活
動

に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
︒

◆
校
友
会
で
は
︑
校
友
の
参
加

を
活
発
に
し
て
い
く
た
め
に
︑

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
あ
わ
せ
た

事
業
︵
イ
ベ
ン
ト
︶
を
企
画
し

て
い
ま
す
︒

◆
詳
し
く
は
︑
校
友
会
Ｈ
Ｐ
︑

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
発
信
し
て

い
ま
す
の
で
︑
フ
ォ
ロ
ー
等
お

願
い
し
ま
す
︒

◆
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
︒

︵
広
報
部
会

佐
古
田
英
樹
︶




